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　早稲田大学図書館は大学創立時（1882 年）の図書室に始ま
り、1991 年には「総合学術情報センター」の一部として現在
の中央図書館が開館した。2016 年は開館 25 周年にあたり、
これを記念して、図書館に蓄積されてきた資料や研究成果を
広く学内外に発信すること、利用者へのサービスを向上させ
ることを目的に記念事業を実施した。実施にあたっては、ワー
キンググループのメンバーを図書館職員から公募し 1）、土台
となる事業計画案を策定した。それを基に、図書館管理職の
会議において費用、効果などを検討して事業を確定、その後、
事業別に実施メンバーを募り実行した。
　実施事業の一覧は以下の通りである。
イベント 2）
　①講演会「私と図書館」
　　日時：2016 年 10 月 21 日 15:00 ～ 16:30
　　会場：国際会議場　井深大記念ホール
　② シンポジウム「日本における学術出版社と図書館の役割、
その未来」
　　日時：2016 年 12 月 12 日 14:00 ～ 16:30
　　会場：大隈記念講堂小講堂
ノベルティグッズ 3）
　① VR（バーチャルリアリティ）コンテンツ
　②早稲田大学図書館オリジナル VR ビュワー
　③クリアファイル（全 4 種）
　④本の防水バッグ
記念展示 4）
　①写真展「図書館今昔」
　・ 2016 年 10 月 3 日～ 31 日　中央図書館 2 階エントラン
スホール
　・ 2016 年 12 月 12 日 14:00 ～ 16:00　大隈記念講堂小講堂
　②中央図書館開館 25 周年記念展示
　　第 1 期（2017 年 3 月 17 日～ 4 月 5 日）
　　第 2 期（2017 年 4 月 10 日～ 4 月 27 日）
　　第 3 期（2017 年 5 月 10 日～ 6 月 2 日）
　このうち講演会「私と図書館」、シンポジウム「日本におけ
る学術出版社と図書館の役割、その未来」、ならびにノベルティ
グッズの「VR プロジェクト」について、その詳細を報告する。
なお、今後開催予定の「中央図書館開館 25 周年記念展示」に
ついては、本誌 90 号の記事 5）、その他の情報については下記
ウェブサイトをご参照頂きたい。
1．講演会「私と図書館」
　「図書館」をより身近なものに感じて欲しい、という思いか
ら、講演会「私と図書館」を開催した。
　登壇者については、文学学術院の教員として教鞭をとる傍
ら、芥川賞作家として著名な堀江敏幸教授にコーディネート
と出演を依頼した。また、最年少で芥川賞を受賞し、現在で
も若い世代に大きな影響を与え続けている綿矢りさ氏の出演
が叶った。在学生と近い世代の作家の視点から語る綿矢氏の
トーク、そして芥川賞作家同士の対談にも注目が集まり、会
場は 550 名の観客の熱気に包まれた。以下、綿矢氏と堀江教
授の対談概要を報告する。
綿矢：「中央図書館は、教育学部の建物（16 号館）から近かっ
たのでよく使っていました。大階段には赤いビロードの絨毯
が敷かれていて、『風と共に去りぬ』の主人公になったつもり
で、気分転換したいときによく階段を上ったり下りたりして
いました」
堀江：「大階段は、雰囲気のいい場所ですね。実は、僕が学生
の頃は、中央図書館はまだ存在しておらず、現在中央図書館
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が建っている場所には球場があったんです。安部球場といっ
て、古書店で買った本を寝転がって読むには最適なベンチが
ありました。当時の図書館は、會津八一記念博物館になって
います。天井がドーム型になっていて、本のページをめくる
音が上から降ってきて居心地がよかったんです」
綿矢：「小説家ごとの全集があるのは図書館にしかない贅沢だ
と思います。私は太宰治が好きで、全集を読んだりしていま
した。全集の場合、文庫本とは違って作品全てがフラットに
掲載されています。そうすると、いい作品とそうでない作品
がはっきりと分かってくるんです。小説家にとっては怖いこ
とですけどね」
堀江：「綿矢さんの作品全般に、太宰治の影を感じますが、あ
れは全集などで読んで血肉になっていないと、出せないもの
だと思っていました。全集は作品を差別しないし、装丁でご
まかすこともしない。一人の作家が作家として生きていくた
めに、どのような配分で仕事をしていたか、一目瞭然になり
ます。全ての作品が同じテンションで書かれているわけでは
ありませんから、どこで休んでいたのか、どこで次の作品を
考えていたのかを、うかがい知ることができますね」
　最後の学生からの質疑応答の際には、「綿矢さんに憧れ本学
への入学を決めた」、「作家という仕事に興味を持った」とい
う思いが伝えられる場面もあり、綿矢氏・堀江教授の両名から、
「小説を書く」ということについて、「先人の作家から多くの
ものを吸収し、その時にしか書けないものをその瞬間に書い
て欲しい」とエールが送られた。
2．シンポジウム「日本における学術出版社と図書館の役割、
その未来」
　本シンポジウムは、学術情報流通の変化に対して「出版」
という焦点をあてて、この視点からあらためて議論すること
を企図したものである。
　議論に先立って、ミシガン大学大学院図書館日本学研究司書の
横田カーター啓子氏、東京大学出版会営業局長の橋元博樹氏の両
名より基調講演を頂いた。これらの基調講演を受け、岩波書店新
書編集部編集長の永沼浩一氏、早稲田大学教育・総合科学学術院
の和田敦彦教授を加え、パネルディスカッションを行った。ファ
シリテーターは、本学図書館事務部長の荘司雅之が務めた。
　当日は約150名の来場者を迎え、その内訳は出版関係者4割、
大学図書館関係者 4 割であった。企画意図に沿って広く関心
を集め、開催することができたと言える。シンポジウムの概
要を以下に述べる。なお、本シンポジウムの記録はウェブサ
イトに公開しており、詳細はそちらをご参照頂きたい 6）。
　横田氏からは、ミシガン大学の University Press が 2011
年に図書館の一部門として統合された経緯と理念を、デジタ
ル学術時代における図書館サービスの重要課題に沿ってご講
演いただいた。その課題は、（1）資料の収集と保存（2）研
究データの半永続的な基盤保証（3）デジタル研究のツール提
供と技術的サポート（4）それらに伴うライセンス整備であ
る。この具体的事例として、ミシガン大学における機関リポ
ジトリ／研究データプラットフォーム「Deep Blue」および
「Hydra/Fedora」、新たに稼働した電子書籍プラットフォーム
「Flucrum」を紹介頂いた。
　橋元氏からは、委託制、再販制、書籍と雑誌の一元流通、と
いう日本の出版流通のシステム成立の歴史的経緯と、現在直面
する問題についてご講演頂いた。橋元氏は、書籍の大量流通を
支えてきたこれらのシステムがどのように成り立ってきたかを
述べ、市場が縮小しつつある現在ではかえって制度疲労を起こ
していることを指摘した。その上で、これら既存の出版システ
ムによって学術書を流通させる問題、少部数の学術書を流通さ
せる新たな手段が求められることを述べた。最後に、東京大学
出版会における電子書籍出版の経験を紹介した。
　パネルディスカッションではこれらの講演を受け、学術情
報流通が変化する中で出版社と図書館が果たすべき役割につ
いて議論した。永沼氏からは、情報、知識を流通させるだけ
ではなく、著作物を発信するという編集者からの意見、和田
教授からは、公開すべき研究データの問題やオープンアクセ
ス論文の質担保などの問題に対して図書館、出版社という、「中
間の存在」がどのように機能するか、という研究者からの視
点が語られた。
3．VR プロジェクト
（1）企画の意図
　ノベルティのワーキンググループから「VR（バーチャルリ
アリティ）」プロジェクト 7）が生まれたことについては、説
明が必要であろう。一時的なグッズ配布にとどまらず、継続
写真：シンポジウムの様子
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的に図書館の認知度を高めるノベルティとは何かという課題
設定から始まった。VR 8）に着目したのは、2016 年現在、最
先端の ICT の一つであること、また通常は立ち入ることがで
きない施設、めったに触ることができない古典籍資料を臨場
感とともに味わう 9）ことを可能とするツールの一つと考えた
からである。
　発案当初は職員自身で撮影や編集に至るまで全てを担当す
る覚悟でいたが、人間工学の観点から先進映像技術を研究さ
れている理工学術院の河合隆史教授がプロジェクトに参加く
ださる運びとなり、コンテンツのクオリティが約束されたこ
とは最大の幸運であった。結果として、早稲田大学図書館オ
リジナル VR ビュワーをノベルティとして 600 個作成・配布
し、3 本の VR コンテンツ制作 10）と 3 回の体験イベント 11）
の企画・運営がかなった。当初の狙いどおり、コンテンツ配
信やイベントを通し、多重的・複層的に図書館の認知度を高
めることができたのではないかと考える。
(2) プロジェクトの目標
　ターゲットを以下 4 つに絞り、それぞれに目標を掲げた。
1．利用者に対して
　図書館への興味、共感を引き出し、図書館サービスの認知
拡大や来館・利用の動機づけを促す。
2．研究者に対して
　研究室と共同事業を行うことで、教育・研究の現場と図書
館の距離を縮め、研究成果の発信を支援する。
3．地域に対して
　一般公開イベントを開催することにより、地域に大学図書
館という文化拠点があることを再認識していただく。文化を
発信し、知的財産の還元を目指す。
4．図書館職員に対して
　プロジェクトの発動により、館内人材交流を活性化させ、
全館的な連携の足掛かりをつくる。
(3) 評価
　掲げた目標に対し達成度はどれほどであったか、以下のと
おり報告したい。
1．利用者に対して
　VR 体験イベントのアンケート 12）には、「資料をとても身
近に感じることができた」「本当に絵巻物の世界に入ったよう
な感覚を得られて楽しかった」などの声が寄せられた。時間
とデモ機の数に限りがあり、ライブラリーウィークと 10 月
21 日のイベントを合わせて体験者は 150 人に満たなかった
が、概ね高評価を得たことがわかる。「図書館ファン」はもと
より、1 ～ 2 年の学部学生の参加も多く、図書館の潜在的利
用者層の発掘につながったと、言えるのではないだろうか。
2．研究者に対して
　河合教授より、「研究成果の発信に大いに貢献いただいてい
ます」という言葉を頂戴した。大学発信のプレスリリースを
皮切りに、学会発表・セミナー講演などで本プロジェクトの
体験アンケートなどが生かされている。研究者へのアウトリー
チを学ぶ機会となり、スタッフデベロップメントとして大い
に機能したと言えよう。
3．地域に対して
　10 月 21 日のイベントについては、一般参加も多く、VR
体験ブースはにぎわっていた。一点残念だったことは、オリ
ジナルの古典籍資料も展示したのだが、大盛況ゆえの混雑か
ら、ゆっくりと鑑賞するスペースが取れなかった。この機会を、
開館 25 周年記念展示 13）に譲りたい。
4．図書館職員に対して
　総務課が統括するプロジェクトではあったものの、利用者
支援課サポートのもとライブラリーウィークでイベントを運
営したこと、特別資料室の全面協力で、唯一無二のコンテン
ツが制作できたことなど、課を横断して職職協働でやり遂げ
たことは、館内の今後の創造的業務の基盤となったと確信し
写真：実際の配布セット（VR ビュワー・ビュワー設定の
仕方・リーフレット・コンテンツ説明）
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ている。何より、利用者との接点が少ないバックオフィスの
職員にとって、利用者から図書館への声を直接的に見聞きす
る貴重な機会となり、新たな視点を持てるようになったこと
は特筆すべきであろう。
5．その他への波及
　4 つのターゲットのほか、当初の目標には掲げていなかっ
たが、本プロジェクトの波及効果はさらに広がりを見せた。
例えば、大学の他箇所との連携がかなったことである。広報
課からプレスリリースを発表したことで、読売新聞から取材
を受け、2016 年 12 月 15 日の朝刊にその記事が掲載された。
また、文化推進部や大学史資料センターも VR に興味を示し
ている。その他、河合研究室の学生の協力により、ステュー
デントジョブを生み出した。
　学外のイベントでもコンテンツが公開された。来場者数が
5 万人を超えたデジタルコンテンツエキスポ 14）に出展したの
だが、筆者が見学に訪れた際、河合研究室出身者 15）のブース
において高校生が「敦盛絵巻」を鑑賞していた。大学のスチー
クホルダーに対する PR 効果も期待できるイベントとなった。
　海外に向けても、積極的に早稲田 VR を紹介している。
2016 年 12 月には、香港で行われた OCLC APRC16 閉会式
においてプレゼンテーションを行い、海外の図書館関係者か
ら好評を得たと聞いている。2017 年の開催館として、早稲田
大学図書館をより印象付けることができたのではないか。
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